


ローンガードナーLG-03・06敷設組付け施工方法【芝植付け後】

施工上の注意
●組み付けの際、コンパネや堅い場所の上で２～３㎡ずつジョイントし設置場所へ移動
　後全体を連結すると作業がはかどります。
●縁廻り部分にはめくれを防ぐため、なるべく端部にフットを打ち付けてください。
●凸凹の多い場所、法面、築山等にはフットBの併用をおすすめします。
●施工後は芝生育成の為散水、肥料等を十分与えて管理を行ってください。
●フットBご使用の場合、良質土140ｍｍ以上が必要です。

●基本色（7色）緑・橙・黄・青・グレー・茶・スケルトン
●お好きな色を特注することもできます。
　※色・ロットにより価格応相談

1. 良質土を厚さ 200 ㎜以上になるように敷き詰めます。
2. その上に芝生を張ります。
3. 芝生の上にローンガードナー LG-07F を数枚ずつ敷きます。
4. 隣接する二枚のローンガードナーを専用金具でとめていきます。
　（ローンガードナーの縁の落ち込み部分に金具が収まるようになっています。）

ローンガードナーフィットLG-07F 敷設組付け施工方法【芝植付け後】

●ローンガードナーフィットは色が選べます●

●芝生も子供も元気いっぱい●

ローンガードナー施工断面図
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1．
フットAを打ち込んでいきます。
打ち込みフットの数の目安は、ロ
ーンガードナー本体1枚につき約
４箇所が理想です。
土地が凸凹な箇所には、フットAま　
たはBを打ち込み、製品の浮き上が　
りを押さえてください。

剪定バサミなどで、本体がはみだ
した部分をカットします。
その場合も浮き上がる箇所はフッ
トBで押さえておきます。
 

最初にローンガードナーを2～3
㎡位ずつ1列にジョイントさせま
す。

1列ずつジョイントさせたものを
施工場所で順次継ぎ合わせていき
ます。
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